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大
野
か
ら
最
先
端
Ａ
Ｉ
技
術
を
世
界
へ

　

昨
年
は
４
月
に
東
証
マ
ザ

ー
ズ
に
上
場
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
は
機
敏
に
対
応
し
て
医
療

用
の
防
護
服
を
生
産
。
さ
ら

に
ベ
ト
ナ
ム
で
マ
ツ
ヤ
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ

Ｉ
Ｃ
）
が
稼
働
を
始
め
て
研

究
開
発
体
制
も
強
化
さ
れ
、

今
年
は
新
技
術
・
事
業
分
野

の
開
拓
を
加
速
さ
せ
る
。

　

事
業
の
主
力
の
一
つ
が
ソ

ー
イ
ン
グ
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
化
だ
。
欧
州
や
ア
ジ
ア

で
エ
ア
バ
ッ
グ
や
カ
ー
シ
ー

ト
な
ど
の
製
造
を
自
動
化
し

て
お
り
、核
と
な
る
Ａ
Ｉ（
人

工
知
能
）
を
搭
載
し
た
最
先

端
技
術
の
追
求
に
は
一
層
力

を
入
れ
る
。
そ
の
戦
略
は
大

野
で
立
案
し
、
実
際
の
研
究

開
発
を
担
う
の
が
Ｍ
Ｉ
Ｃ
だ
。

「
現
状
は
Ａ
Ｉ
や
設
計
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
専
門
家
12
人
の

体
制
だ
が
、
今
年
後
半
に
は

30
〜
50
人
に
拡
大
し
、
新
分

野
を
開
拓
し
た
い
」。

　

も
う
一
つ
の
主
力
、
血
圧

計
の
腕
帯
で
世
界
シ
ェ
ア
の

半
分
以
上
を
握
る
メ
デ
ィ
カ

ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門
で
も
、

「
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
で
心
拍
や
酸

素
濃
度
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
機
器
の
開
発
や
、
心
臓

の
人
工
弁
を
縫
う
作
業
の
自

動
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」と
展
望
す
る
。
新
分

野
で
は
、
有
人
機
に
も
対
応

す
る
ド
ロ
ー
ン
用
エ
ア
バ
ッ
グ

の
開
発
に
も
注
力
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
今
年
は
積
極
的

に
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・

買
収
）
も
や
っ
て
い
き
た

い
」。
産
業
用
資
材
や
縫
製

業
者
な
ど
自
動
化
の
導
入
効

果
が
大
き
い
業
種
に
加
え
、

ジ
ー
ン
ズ
や
ス
ニ
ー
カ
ー
の

製
造
な
ど
の
業
種
を
視
野
に

入
れ
る
。
高
度
化
さ
れ
た
技

術
の
導
入
に
よ
り
、
生
産
拠

点
の
国
内
回
帰
に
貢
献
す
る

青
写
真
も
描
い
て
い
る
。

　

ど
の
事
業
も
「
単
な
る
ロ

ボ
ッ
ト
や
自
動
車
部
品
の
製

造
で
は
な
く
、
独
自
技
術
に

よ
る
自
動
化
ラ
イ
ン
構
築
な

ど
で
持
続
的
な
成
長
を
図
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
強
調
。

多
彩
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
「
今

年
は
実
績
を
出
し
て
い
き
た

い
」
と
力
を
込
め
る
。
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